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金属の微細構造体は、バルク金属とは異なる特性をもつ。例えば、プラズモン共鳴による異常

透過現象や電場増強効果、或いはモスアイ構造にすると反射低減効果が得られる。特に近年、プ

ラズモン異常透過現象を利用したカラーフィルターの研究がなされている 1,2)。このカラーフィル

ターは、Alのナノホール構造で形成され、従来のカラーフィルターに比べて単色性に優れ、鮮明

な多色表現が可能である。しかしながら、ガラス基板上に集束イオンビームや電子線描画とドラ

イエッチングを用いて作製するためフレキシブル性に欠け、また、高コストであるため大量生産

には不向きである。本研究では、UV ナノインプリント技術を用いて PET 上に樹脂の微細構造を

形成し、真空蒸着によりアルミニウムを成膜することで金属微細構造を容易に作製した。その結

果、プラズモン共鳴を利用した新規のカラーデバイスの作製に成功したことを報告する。 

本デバイスの構造は、PET フィルム上に二次元格子状に配列したサブ波長の樹脂のナノピラー

を形成し、その上にアルミニウム(Al)薄膜を成膜した構造である。すなわち Al 蒸着面(表面)から

見ると Alのドット周期構造が、PET 面(裏面)から見ると Alのホール周期構造が形成されている。

表裏の反射スペクトル測定結果を Figure.1に示す。表面の反射強度は同一膜厚の構造のない Al薄

膜と比べ著しく低くなり、裏面は、波長 480nmに特定の吸収ピークが現れた。また、表裏の透過

スペクトルを測定した結果(Figure.2)、ナノピラー形成領域において表裏とも波長 480nmにピーク

が現れた。これらの発色は金属微細構造の表面プラズモン共鳴に起因すると考えられる。本研究

では、表面観察においては反射を低減し、裏面観察では特定の波長吸収が見られ、さらに特定の

波長を透過するカラーデバイスを作製することができた。さらに、本デバイス構造でのシミュレ

ーション結果との比較や、Al膜厚の違いによる反射・透過スペクトルの変化について検証した結

果を報告予定である。 
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